
第3期守谷市国民健康保険データヘルス計画及び

第4期守谷市国民健康保険特定健康診査等実施計画

はじめに

趣旨

データヘルス計画とは、保険者が持つ健康・医療情報データを分析し、被保険者

にとって効果的な保健事業を実施するための計画です。被保険者が抱える健康課題

は地域特性や年齢構成などによって異なることから、本市のデータを分析すること

で幅広い年代に及ぶ被保険者の身体的な状況に応じた健康課題を捉え、課題に応じ

た保健事業を実施することで、健康の保持増進、生活の質（QOL）の維持及び向

上を図ります。

特定健康診査等実施計画とは、保健事業の中核をなす特定健康診査・特定保健指

導の実施方法や目標等を定めた計画です。

本市では、二つの計画の整合性をとり、保健事業の効果的・効率的な実施のため

に一体的に策定し、被保険者の健康寿命の延伸及び医療費の適正化を目指します。

期間

令和６年度から令和１１年度までの６年間とします。

概要版

保健事業の実施内容

第2期データヘルス計画・第3期特定健康診査等実施計画の振り返り

評価指標
計画策定時実績
平成28年度

目標値
実績

令和4年度

メタボリックシンドローム該当者
[男性］該当者割合

27.6％
減少

26.5％
28.2％

特定保健指導率 38.2%
増加

60.0％
41.2％

生活習慣病重症化予防対象者糖尿病受療率
（医療機関受診率）

50.0%
増加

75.0％
測定困難

生活習慣病重症化予防対象者保健指導率
［訪問・相談］

51.0%
増加

80.0％
53.0％

特定健康診査実施率 50.7％
増加

60.0％
46.5％

特定保健指導実施率 38.2%
増加

60.0％
41.2％

メタボリックシンドローム該当者・予備群
の減少率

13.32％ 25％以上 26.10％

事業名 事業概要 評価指標

特定健康診査
受診率向上事業

過年度における特定健康診査の受診情報等を
分析し、対象者に適した効果的な受診勧奨を実
施する。

●特定健康診査の2年連続受診者率

●特定健康診査受診率

特定保健指導
推進事業

特定保健指導対象者に、結果通知のタイミン
グで効果的な利用勧奨を実施する。

●特定保健指導による特定保健指導
対象者の減少率

●特定保健指導実施率

生活習慣病
重症化予防事業

特定健康診査の結果、生活習慣病等の重症化
しやすい対象者に、医療機関の受診や生活習慣
の見直しをうながす保健指導を実施する。

●高血圧（Ⅱ度）の医療機関受診率
●HbA1c7.0％以上の医療機関受診率

●高血圧（Ⅱ度）の保健指導率
●HbA1c7.0％以上の者の保健指導率

糖尿病性腎臓病
重症化予防事業

医療機関受診状況や特定健康診査の結果から、
人工透析への移行リスクが高い者を抽出し、生
活習慣の見直し等保健指導を実施する。
また、医療機関の受診や生活習慣の見直しを

うながす保健指導を実施する。

●保健指導利用者の検査値の維持率/
医療機関への受診勧奨対象者の医療
機関受診率

●保健指導の勧奨通知を出した者の
うち指導を受けた率（指導率）

健康教育事業
様々な機会に、自分自身の生活習慣の振り返

りなど健康づくりにつながる保健指導を実施す
る。

●25項目質問票（21）生活習慣変え
る意思なしの割合

●実施人数（集団＋出前）

服薬受診等
保健指導事業

後発医薬品（ジェネリック医薬品）に切り替
えた際の差額等を通知する。
また、重複して薬剤を処方されている者、同

じ傷病名で複数の医療機関に受診している者に
対し、電話や訪問等で保健指導を行う。

●後発医薬品（ジェネリック医薬
品）利用率/重複服薬の保健指導対象
者の服薬状況の改善割合

●後発医薬品差額通知数/重複服薬の
保健指導対象者に対する保健指導割
合

健康課題を解決するための個別の保健事業一覧

Plan
分析に基づく計画・
目標の設定

Do

事業の実施

Check

評価

Act

結果に基づいた
計画の修正・改善

保健事業の評価はPDCAサイクル（図）に沿って実施し、
次年度の保健事業に反映します。

データヘルス計画は令和8年度に中間評価を行い、最終年
度である令和11年度本計画に揚げた目標の達成状況を評価
し、次期計画に反映します。

評価・見直し



現状分析

🖋一人当たりの医療費は、男女とも

に、年齢が上がるにしたがって増加

傾向である。

🖋40歳から64歳の特定健康診査の受

診率が男女ともに低い。

🖋特定保健指導実施率が4割弱と低

い。

🖋特定保健指導対象者減少率は横ば

いの傾向である。

🖋40歳から74歳の新規介護認定の

原因疾病として多いのは、脳血管

疾患である。

🖋生活習慣病重症化予防事業対象

者のうち、血圧が人数としては多

い。医療機関の受診に結び付いて

いない。

🖋糖尿病・高血圧が透析の主要な

要因である。

🖋後発医薬品（ジェネリック医薬

品）の利用率は茨城県より高く増加

傾向である。

🖋重複服薬者、多剤服薬者が毎月一

定数いる。

健康課題と目的

健康課題A

5割の人が特定健康診査

未受診である

健康課題B

特定保健指導利用者が

約4割と低い

健康課題C

生活習慣病重症化予防

事業対象者で医療機関を

未受診の者がいる

健康課題D

要支援・要介護認定者に

なる原因疾患は脳血管疾

患が多い

健康課題E

後発医薬品（ジェネリッ

ク医薬品）利用率の維持

向上を今後も推進してい

く必要がある

重複受診・重複服薬の被

保険者が毎月一定数いる

特定健康診査
の受診率向上

特定保健指導
の実施率向上

生活習慣病予防
事業対象者で
医療機関への
未受診者の減少

後発医薬品
(ジェネリック医薬品)

利用率の
維持向上

生活習慣病が重
症化する
患者の減少

服薬・受診の
適正化
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平成30年度から令和4年度の重症化予防事業対象者の医療機関受診状況

医療機関受診率
（％）
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資料:国保データベース（KDB）システム｢疾病別医療費分析（大分類）｣ 資料:国保データベース（KDB）システム ｢健診･医療･介護データからみる地域の健康課題｣

資料:国保データベース（KDB）システム「地域の全体像の把握」 資料:茨城県国民健康保険団体連合会報告

資料:介護福祉課 介護認定審査会資料（主治医意見書） 資料:茨城県国民健康保険団体連合会報告「後発医薬品（ジェネリック医薬品）利用率報告」

資料：保健センター 生活習慣病重症化予防事業報告書


